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小胞モノアミントランスポーター2阻害剤MT-5199 
ヤンセンファーマとコ・プロモーション契約を締結 

本リリースに関する報道関係者からのお問い合わせ 

田辺三菱製薬株式会社 コミュニケーションクロスローズ部 TEL:06-6205-5119 

 

2021年 12月 3日 

各 位 
 
 
 
 
田辺三菱製薬株式会社（本社︓大阪市中央区、代表取締役社長︓上野 裕明、以下「田辺三

菱製薬」）は、このたび、当社が遅発性ジスキネジアの治療薬として日本で開発を進めている小胞モノア
ミントランスポーター2（VMAT2）阻害剤 MT-5199（一般名︓valbenazine︔バルベナジン）につ
いて、ヤンセンファーマ株式会社（本社︓東京都千代田区、代表取締役社長︓關口 修平、以下「ヤ
ンセン」）と、コ・プロモーションを実施する契約を 2021年 11月 30日に締結しました。 

 
MT-5199 は、田辺三菱製薬が 2021年 4月、厚生労働省に国内における医薬品製造販売の承

認申請を行っています。本契約に基づき、田辺三菱製薬が本適応の承認取得後、ヤンセンが販売を行
い、医療機関への情報提供活動については両社共同で実施します。 

 
田辺三菱製薬は、精神科領域で実績のあるヤンセンとパートナーを組むことで、より多くの医療関係

者の皆様へ適切な情報をお届けすることができると考えています。両社は本提携を通じ、遅発性ジスキネ
ジア患者さんの治療に貢献していきます。 

 
遅発性ジスキネジアは、抗精神病薬などを長期間服用することで起こる不随意運動です。発症機序

は明確になっていませんが、ドパミン受容体の感受性増加等が原因と考えられています。症状は患者さん
ごとに異なり、舌を左右に動かす、口をもぐもぐさせるなど、顔面に主に現れますが、四肢や体幹部でも認
められます。重症になれば嚥下障害や呼吸困難を引き起こす可能性があり、重篤な状態になる患者さ
んもおられます。日本ではまだ承認された治療薬がないため、承認取得後はすみやかに患者さんへ治療
薬をお届けしたいと考えています。 
 
田辺三菱製薬は、病と向き合うすべての人に、希望ある選択肢を届けるために、今後もアンメット・メデ

ィカル・ニーズに応える、医薬品の研究開発に積極的に取り組んでいきます。 
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参考  
◆MT-5199について  
MT-5199（一般名︓valbenazine︔バルベナジン）は、神経終末に存在するVMAT2を選択的に
阻害することにより、神経終末からのドパミン分泌を可逆的に抑制することで、遅発性ジスキネジアに伴う
不随意運動を抑制します。 
米国では、Neurocrine Biosciences Inc. (US)（ニューロクライン バイオサイエンシズ社）が、2017
年 4月に遅発性ジスキネジアを適応症として承認を取得しています。 


